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４．２　プロジェクト報告
（１）電子図書館の高次機能に関する研究
①電子図書館の整備状況および動向に関する調査研究
人文社会科学研究科　助教授　　矢澤　真人
1．研究目的
　全国の大学図書館における学術情報整備および運用形態の変化に関する現況調査を行い、加えて、今後の
大学図書館が目指す方向を明らかにすることを目標にする。
2．今年度の研究と成果
2.1　「全国国立大学電子図書館電子化資料一覧」の更新
　筑波大学学内プロジェクト「電子図書館の重点機能に関する調査開発研究」（代表；西原清一）の一環と
して作成した「全国国立大学電子図書館電子化資料一覧」*1の内容およびリンク状況を更新し、最新の情報
に改めた。この一覧は、これまでは、個人HPでの試験公開であったが、図書館研究開発室HPが整備され次第、
移転する予定である。
2.2　OPACの検索の利便性と書誌情報に関する調査・研究
　現在のOPACで検索できる図書情報が、特定の学術研究の資料として、どの程度有効なのかを検討するた
めに、明治期の書籍を例に、調査・研究を行った。詳細については、次頁以降の「OPACを利用した明治期
日本語文法教科書の所在調査」を参照。　
3．今後の予定
3.1　「全国国立大学電子図書館電子化資料一覧」の内容分析とデータベース化
　「全国国立大学電子図書館電子化資料一覧」に掲載された電子化コンテンツの分析を進めると同時に、メ
タ情報を加えて、データベース化を図る。
3.2　既存図書の電子化に関わる調査・研究
　既存の図書に関して、どのような情報を提供するのが、電子化図書館のコンテンツとしてふさわしいのか、
研究実態にあった形で調査を継続する。特に、本学附属図書館の特性を生かした、明治期からの教育関係資
料や洋学資料等を活用する形で検討を進める。
*1http://www.lingua.tsukuba.ac.jp/myazawa/dl/index.html
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OPACを利用した明治期日本語文法教科書の所在調査
人文社会科学研究科　助教授　　矢澤　真人
1．目的
　電子図書館が、新しい情報を蓄積するだけでなく、既存の図書の有効活用にも寄与するためには何が必要
なのか、どのような情報をどのように提供するのがよいのか。本論では、ある明治期の日本語文法教科書に
ついて、現在のOPACを利用して得られた情報がどの程度研究に活用できるものか、検討する。
2．調査
2.1　調査の対象
2.1.1（調査対象とする図書）
　今回、調査の対象とするのは、三土忠造（みつちちゅうぞう）の『中等国文典』（ちゅうとうこくぶんてん）1。
明治30年代に旧制中学校において広く使われた、和装活字本の日本語文法教科書（国文典2）である。上巻・
中巻・下巻の３巻3。校閲者は、東京帝国大学教授の芳賀矢一、出版元は、東京の冨山房である。
2.1.2（著者）
　著者の三土忠造は、1871（明４）年６月25日、香川県に生まれる。1887（明30）年高等師範学校卒業後、
高等師範学校附属中学校教諭となり、在職中に『中等国文典』を刊行。1902（明35）年から４年間ヨーロッ
パに留学し、帰国後、高等師範学校教授、韓国視学官を経て、香川選挙区から代議士に選出、政友会に所属。
文相・蔵相・逓相・鉄相・内相等を歴任し、1948（昭23）年４月１日に没。
2.1.3（改訂と版次）
　『中等国文典』は、1898（明31）年４月16日に『中等國文典』（初版本）
が出た後、1899（明32）年12月10日に最初の改訂を加えた『訂正中等國
文典』（訂正本）、1902～ 1903（明35～ 36年）に『再訂中等國文典』（再
訂本）、1906（明39）年６月28日に『新訂中等國文典』（新訂本）が出さ
れた。初版刊行から、現在確認できる最も新しい新訂訂正版まで８年あ
まり、通算37～ 38版の版が重ねられた。「訂正再版」や「新訂訂正版」
など一部の版を除いて、通版が与えられており、本論では、改訂版名と
版次とをあわせて、「訂正22版」「再訂35版」のように呼ぶ。
2.1.4（本書の研究史的価値）
　日本語文法研究史の点から、『中等国文典』は、「大過去・過去・小過
去・現在・未来」の５分類に代表されるような古い時制把握ではなく、「過
去・現在・未来」と「完了」を組み合わせた新しい時制把握を日本語文
法に取り入れた最も早い国文典の一つであり、国文法教育や日本語文法論に「完了」という用語が定着する
ことに大いに寄与した。また、文法教育史の点からも、上巻で一通り通して比較的易しい事項を扱った後に、
中巻・下巻でより高度な内容を扱うという、難易度を考慮した構成を取るとともに、初めて練習問題を加え
た、教科用に特化した実践的な文典である。福井久蔵（1953）は、本書を次のように評する。
従来国文典の教科書として最も成功した一つは、三土忠造氏の中等国文典に若くは無からう。その初版は
三十一年四月であつたが、翌年の末には九版を重ね、三十四年には二十版に及び、全国百余の中小学校に広
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く用ゐられた。蓋し著者はよく教科書の性質を解し、編纂の順序を考へ、材料の多寡を計り、文法上普通の
事項を教育的に排したれば、世に歓迎せられたのも尤もなことである。（『増訂日本文法史』291頁）
2.2　調査の目的
2.2.1（刊行日の調査）
　まず、OPACを利用して、各版の刊行日の特定がどこまで可能かを調査する。
　明治初期に出された木版の和装本の国文典と異なり、明治30年代に入ると、奥付がかなり正しく記載され
るようになるが、『中等国文典』は、刊行中に著者が渡欧したことから、奥付の記載に混乱が見られる。
　表１は、『中等国文典』の各版の奥付に記載された、それ自体の刊行日と、書誌的来歴の刊行日を一覧し
たものである。初版については、各版の来歴上の初版刊行日は同じであり、初版自体の刊行日とも一致する。
訂正９版についても、訂正９版を来歴として記載する場合は、いずれも同じ刊行日を記載し、訂正９版自体
の刊行日とも一致する。
　一方、訂正26版や再訂本などの奥書では、訂正18版を来歴とし
て掲載するが、この刊行日は、訂正18版自体の奥付記載の刊行日
とは異なる（右図）。さらに、再訂本についての来歴を示す場合に、
再訂25、26、29、34の各版のように23版を示すもの、新訂訂正版
のように24版を示すもの、再訂36版のように25版を示すものがあ
り、一定していない。三土は、1906（明39）年６月刊行の新訂本
の「新訂要旨」に以下のように述べている。
板を重ぬるに従ひ、好古教育家諸君の高教を仰ぎ、屡訂正を加へた
りしに、余は明治三十五年一月海外留学の途に上り、彼の地に在り
し四ヶ年間は、唯そのまゝになしおきぬ。今春帰朝せしを以て、大
に訂正を加へて再び世の教を求めんとす。
　1902（明35）年あたりからの、同じ版次で訂正本と再訂本が併
存したり、再訂本の来歴の不一致が生じたりしたのは、この影響
であろう。
　このように、書誌的来歴の刊行日があてにならない場合は、各版にあたって、それ自体の刊行日を確認す
るほかない。各図書館のOPACで検索できる書誌情報に、所蔵する版とそれ自体の刊行日が正確に記載され
ていれば、このような調査にはかなり有効となる。
2.2.2（画像および翻字調査）
　あわせて、画像もしくは内容の翻字の有無について調査する。教科書の改訂は、当時の教授内容の異同を
直接反映する。『中等国文典』の初版本では、動詞の活用について、「其変化を動詞の活（ハタラキ）、或は
活用と云ふ」としているが、訂正本では、「其変化ヲ動詞ノ活用ト云フ。」のように、「はたらき」という用
語を削っている。
　明治中期は、各種の学術用語が徐々に整理され定着していく時期であり、教科書の用語調査は、研究史に
欠かせない。教科書は改訂が頻繁であるために、改訂版ごとに内容を確認しなくてはならないが、全体の画
像もしくは翻字があれば、調査がかなり軽減される。
2.3　調査範囲と調査方法
　農林水産研究情報センター「日本国内図書館OPACリスト」4、および実践女子大学「日本とその他の国の
国立図書館蔵書目録と総合目録」5の県別横断検索を利用し、「三土」のキーワードで『中等国文典』を所蔵
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する図書館を調べ、それぞれの図書館での書誌情報および関連情報（画像データ等）について調査する。な
お、後に述べるように、広島大学附属図書館に関しては、後に述べるように検索ではヒットしないが所蔵が
確認できているので、図書館HPトップページから掲載ページまでの手順を探った。
3.　調査結果
3.1　一般的傾向
3.1.1（OPAC検索画面）
　図書館のトップページにOPAC検索欄を設置していない図書館が多く、検索画面までの階層が深い図書館
も見られた。OPACの検索速度がかなり遅いシステムも見られた。
3.1.2（検索方法）
　検索画面では、デフォルトが簡易検索（書名・著者・出版社等横断キーワード検索）のものと詳細検索（書
名・著者・出版社等別検索）のものとが混在しており、簡易検索では、「三土」というキーワードでは、か
なり余計なものまでヒットする。一方、「三土忠造」ではヒットしない図書館もあった。「三土」と「忠造」
とのand検索も試みたが、and検索の表現に、スペースを使うシステムと＊を使うシステムとが混在しており、
多数の図書館に対する横断調査では、切り替えが大きな手間になる。and検索で用いられるスペースと＊が
全角・半角ともにあいまい処理できれば、効率があがるだろう6。
　「国」と「國」、「中等国文典」と「訂正中等国文典」（「再訂～」「新訂～」）の扱いなど定かでなかったので、
最初の段階では、書名索引は使用しなかった。『中等国文典』の所在が確認された図書館で新漢字と旧漢字
の違いを試みたが、多くの検索システムでは、旧漢字への対応はなされており、「国文典」で検索できなかっ
たのは、岐阜工業専門学校図書館と北九州市立図書館の２館だけであった。「中等国文典」の部分一致検索
も試みたが、検索欄がデフォルトで完全一致になっているものと、部分一致になっているものとがあり、こ
れも切り替えが面倒であった。プルダウンメニューで選択する方式よりは、入力欄の横に部分一致検索ボタ
ンと完全一致検索ボタンを準備してスタートさせるデザインは使い勝手が良かった。今回のような多数の図
書館に対する横断検索では、ユーザー側が検索語句や検索方法を工夫する必要があるが、検索システムや画
面デザインには工夫の余地がまだあると感じられた。
　なお、広島大学附属図書館では、異なったOPACシステムが混在しており、横断検索では、著者名・書名
ともに『中等国文典』は検索できなかった。また、今回の調査では、漢字検索によったので、特に問題には
ならなかったが、著者の読みは、「みつち」ではなく「みと」としている図書館も一部見られた。時間の関係で、
ローマ字による和書検索の可否は試みなかった。
3.2　書誌情報について
3.2.1（所蔵の図書館と所蔵の本）　調査実施時にアクセスできなかった図書館を除き、「中等国文典」の所蔵
が確認できた図書館について、版名（初・訂正・再訂・新訂）、巻、版次、刊行年等をまとめたのが表２である。
版次は、来歴情報から実際の版次が違うことがわかる場合は補注に示した。刊行年は、西暦を記すものと元
号を記すものとがあるが、西暦に統一した。コレクション名や検索の際に気づいた点なども補注に示した。
　今回の調査では、29の図書館で、112冊が確認できた。明治期の図書の電子カタログ化が進んでいない図
書館もあり、実際の所蔵館数、所蔵冊数はもう少し増えると思われる。
　『中等国文典』を揃いで所蔵する図書館は多いが、最も多かったのが訂正本の揃いであり、再訂本の揃い
がこれに次ぐ。初版本の揃いは５組7、新訂本の揃いは、横須賀市教育研究所蔵本に１組あるだけであった。
　一方で、異なった改訂本を所蔵する図書館は少ない。筑波大学付属図書館（初版本３組、訂正本２組等16
冊）、奈良県三郷町図書館（訂正本１組の他、初版本等７冊）、鳴門教育大学付属図書館（訂正本２組、再訂
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表２　『中等国文典』所蔵図書館および書誌情報一覧
所蔵図書館名 版名 巻 版次 刊行日 補　　　　注
1 秋田県立 上 1899.7. 初版７版？
2 秋田県立 中 1899.7. 初版７版？
3 秋田県立 下 1899.7. 初版７版？
4 石川県立 上 1901.5. 訂正版？
5 石川県立 中 1906 再訂版／新訂版？
6 石川県立 下 1906 再訂版／新訂版？
7 香川県立 訂正 上 1901.1. 訂正９版？
8 香川県立 訂正 中 1900.3. 訂正11版？
9 柏崎市立 訂正 上 21 1959
10 柏崎市立 中 1902 訂正？
11 柏崎市立 下 1902 訂正？
12 北九州市立 再訂 上 1906 「国」でヒットせず
13 熊本県立 訂正 上 1900
14 熊本県立 訂正 中 1902
15 熊本県立 下 1906 再訂版／新訂版？ 吉水文庫
16 高知市民 上 1902.2. 訂正22版？ 大野文庫
17 国会 訂正 上 21 1901.5.
18 国会 訂正 上 23 1902.9.
19 国会 訂正 中 23 1902.9.
20 国会 訂正 下 23 1902.9.
21 国会 訂正 上 22 1901
22 国会 訂正 中 22 1901
23 国会 訂正 下 22 1901
24 岐阜工業専門学校 訂正 上 ９ 1899.12. 「国」でヒットせず国
25 岐阜工業専門学校 訂正 中 ９ 1899.12. 「国」でヒットせず国
26 岐阜工業専門学校 訂正 下 ９ 1899.12. 「国」でヒットせず国
27 三康 訂正 上 16 1900
28 三康 訂正 中 22 1902
29 三康 訂正 下 22 1902
30 静岡県立中央 訂正 上
31 静岡県立中央 訂正 下
32 大東文化大学 訂正 上 22 1901 佐伯梅友旧蔵書？
33 大東文化大学 訂正 中 22 1901 佐伯梅友旧蔵書？
34 大東文化大学 訂正 下 22 1901 佐伯梅友旧蔵書？
35 大東文化大学 訂正 上 21 1901.5. 佐伯梅友旧蔵書？
36 大東文化大学 訂正 上 23 1902.9. 佐伯梅友旧蔵書？
37 大東文化大学 訂正 中 23 1902.9. 佐伯梅友旧蔵書？
38 大東文化大学 訂正 下 23 1902.9. 佐伯梅友旧蔵書？
39 筑波大学 上 初 1898.4. へ140-42
40 筑波大学 中 初 1898.4. へ140-42
41 筑波大学 下 初 1898.4. へ140-42
42 筑波大学 上 再 1898.6. へ140-49
43 筑波大学 中 訂正再版 1898.7. へ140-49
44 筑波大学 下 初 1898.4. へ140-49
45 筑波大学 上 再 1899.10. 書籍自体は８版 へ140-20
46 筑波大学 中 再 1899.10. 書籍自体は８版 へ140-20
47 筑波大学 下 再 1899.7. 書籍自体は７版 へ140-20
48 筑波大学 訂正 上 ９ 1899.12. へ140-21
49 筑波大学 訂正 中 ９ 1899.12. へ140-21
50 筑波大学 訂正 下 ９ 1899.12. へ140-21
51 筑波大学 訂正 上 ９ 1899.12. 書籍自体は11版 へ140-宮74
52 筑波大学 訂正 下 18 1901.2. 書籍自体は26版 へ140-宮74
53 筑波大学 訂正 中 ９ 1899.12. 書籍自体は11版 375.98-Mi63-2
54 筑波大学 訂正 下 18 1901.2. 書籍自体は20版 375.98-Mi63-3
55 天津 再訂 下
56 鳥取県立 訂正 下 17 1900.10.
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所蔵図書館名 版名 巻 版次 刊行日 補　　　　注
57 奈良県三郷町立 中 1699 石井庄司旧蔵本 「富山房」と誤記
58 奈良県三郷町立 下 1699 石井庄司旧蔵本 「富山房」と誤記
59 奈良県三郷町立 訂正 中 1899 石井庄司旧蔵本 「富山房」と誤記
60 奈良県三郷町立 訂正 下 1899 石井庄司旧蔵本 「富山房」と誤記
61 奈良県三郷町立 訂正 上 1900 石井庄司旧蔵本 「富山房」と誤記
62 奈良県三郷町立 訂正 中 1900 石井庄司旧蔵本 「富山房」と誤記
63 奈良県三郷町立 訂正 下 1901 石井庄司旧蔵本 「富山房」と誤記
64 奈良県立 再訂 上 1902
65 奈良県立 再訂 中 1902
66 奈良県立 再訂 下 1902
67 奈良女子大学 上 1898.4.
68 奈良女子大学 中 1898.4.
69 奈良女子大学 下 1898.4.
70 鳴門教育大学 訂正 下 ６ 1899.4. 野地潤家文庫
71 鳴門教育大学 訂正 上 11 1900.3. 野地潤家文庫
72 鳴門教育大学 訂正 中 12 1900.5. 野地潤家文庫
73 鳴門教育大学 訂正 上 16 1900.10. 野地潤家文庫
74 鳴門教育大学 訂正 中 20 1901.4. 野地潤家文庫
75 鳴門教育大学 訂正 下 20 1901.4. 野地潤家文庫
76 鳴門教育大学 訂正 下 26 1902.10. 野地潤家文庫
77 鳴門教育大学 再訂 上 36 1904.1. 野地潤家文庫
78 鳴門教育大学 再訂 中 野地潤家文庫
79 鳴門教育大学 再訂 下 野地潤家文庫
80 鳴門教育大学 訂正 上 19 1901.3. 野地潤家文庫
81 ノートルダム清心女子大学 上 ５ 1899.3 佐藤茂文庫
82 兵庫教育大学 再訂 下 25 1903.3.
83 兵庫教育大学 訂正 下 18 1901
84 広島大学 再訂 上 25 1165 jpg画像・奥付含む５p分あり
85 福島県立 訂正 中 22 1901
86 福島県立 訂正 下 22 1901
87 北海道立 訂正 上 1902
88 山口県立 上 1903.1. 再訂？
89 山口県立 中 1903.1. 再訂？
90 山口県立 下 1903.1. 再訂？
91 山口大学 訂正 上 ９ 1899.12.
92 山口大学 訂正 中 ９ 1899.12.
93 山口大学 訂正 下 ９ 1899.12.
94 横須賀市教育研究所 訂正 中 1898.4
95 横須賀市教育研究所 訂正 下 1898.4
96 横須賀市教育研究所 新訂 上 1906.11.
97 横須賀市教育研究所 新訂 中 1906.11.
98 横須賀市教育研究所 新訂 下 1906.11.
99 琉球大学 再訂 上 1902.9.
100 琉球大学 再訂 中 1902.9.
101 琉球大学 再訂 下 1902.9.
102 早稲田大学 上 ４ 1899.2.
103 早稲田大学 再訂 上 23 1902.9.
104 早稲田大学 再訂 中 23 1902.9.
105 早稲田大学 再訂 下 23 1902.9.
106 早稲田大学 再訂 下 23 1902.9.
107 早稲田大学 新訂 下 新訂訂正 1906.11.
108 早稲田大学 新訂 中 新訂訂正 1906.11.
109 早稲田大学 新訂 中 新訂訂正 1906.11.
110 早稲田大学 訂正 下 ９ 1899.12.
111 早稲田大学 訂正 下 ９ 1899.12.
112 早稲田大学 訂正 上 ９ 1899.12.
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本１組等11冊）、兵庫教育大学図書館（訂正本・再訂本各１冊）、横須賀市教育研究所（新訂本１組の他、訂
正本等５冊）、早稲田大学高田早苗記念図書館（訂正本１組、再訂本１組の他、初版本・新訂本等11冊）の
６館にすぎない。ここからも、教科書各版の比較調査の困難さがうかがわれるだろう。
3.2.2（OPACに記載された刊行日）
　図書館によって、書名、版次、刊行年の記述の仕方にばらつきがあり、正確な奥付の情報に遡れるものの
方が少なかった。公立図書館のいくつかは、刊行年からすると改訂後の訂正本か再訂本であるものを「中等
国文典」とのみ記して、版次や刊行年を示さないところが見られた。国会図書館や大学附属図書館では、版
名をちゃんと記述しているが、版次と刊行年については、書誌情報からだけでは特定できないことがある。
例えば、国会図書館蔵の訂正22版（表２の21～ 23）の刊行年は「1901」と記載されているが、架蔵の訂正
22版の奥付では、1902（明35）年２月４日刊行となっている。実際に1901年に刊行された訂正22版が存在し
ているのではなく、たぶん、訂正22版の奥付の書誌的来歴に掲載された訂正18版の刊行日（1901年２月）に
拠っているのだろう。しかし、訂正21版（表２の17）や訂正23版（同の18～ 20）は、その本自体の刊行日
を記しているようである。
　実物を確認できる筑波大学付属図書館蔵本で、書誌情報と実際のずれを見てみよう。筑波大学附属図書館
で「再版」として示される４冊（表２の42、45～ 47）のうち、42は正真正銘の再版であるが、45～ 47は７
版と８版である。「上卷・中卷：記述は８版（1899.10）による／下卷：記述は７版（1899.7）による」とい
う来歴情報が付されているが、この注記によって、42が再版の実物であることが隠されてしまう。
　一方、42～ 44は、分類番号「へ140-49」として１組にされたもので、上巻（42）は再版、中巻（43）は
訂正再版、下巻（44）は初版という混成本である。43の「訂正再版」は、訂正本ではなく、再版の不具合を
修正したものである。４版や７版、８版は、初版・再版・３版・・・７版と、それ以前の版をすべて来歴と
して記載するが、訂正再版については全く記載しない。43は、「中等國文典, 訂正再版. 三土忠造著. 冨山房, 
1898.」のように独立して扱われるが、内容的には７版や８版と変わらず、「再版」の42や45～ 47とともに
示す方が実態に合っている。「訂正再版」は、特異な版であるので、「再版」と「３版」との間に出されたが、
通版の版次から外された版であることを注記しておく必要があろう。
　次に、48～ 51・53は、実物の訂正９版である48～ 50をもとに書誌情報が示されるため、51や53が11版
であることは隠れてしまう。同様に、訂正18版として示される52と54では、「記述は26版（1902.10）による」
との注記により、一方の版と刊行日は特定できるが、もう一方は不明になる。
　なお、この23～ 26版あたりは、訂正本と再訂本とが混在して出された時期であり、訂正26版の情報は、
早稲田大学高田早苗図書館の再訂23版の情報と並んで、貴重である。国会図書館や大東文化大学附属図書館
のOPAC情報では、訂正23版も1902年９月に出されたとする。同じ月に、訂正本と再訂本が同じ23版で出さ
れているのである。架蔵の訂正24版も1902年９月27日の奥付を持つので、同じ月に一挙に３つの版が出され
たことになる。加えて、訂正26版は10月刊行であるので、訂正本は、２ヶ月で４版を重ねたことになる（再
訂版は23版から25版まで半年くらいかかっている）。
3.2.3（広島大学附属図書館教科書コレクション）
　『中等国文典』の画像は、広島大学付属図書館の「教科書コレクション」に収録され、奥書を含む５ペー
ジ分の画像以外は見あたらなかった。
　広島大学附属図書館OPACでは、「三土」「三土忠造」「三土＊忠造」「三土_忠造」「みつち」「ミツチ」等
で検索すると別の著作がヒットし、「中等国文典」で検索すると何もヒットしない。普通は、この段階で、
広島大学には所蔵されていないと考えるだろう。
　広島大学は、旧広島高等師範学校を受け継ぐことから、筑波大学と並んで多数の教科書コレクションを受
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け継いでいる。図書館トップページから「学内コレクション（リスト）」－「特別集書」－「（12）教科書コ
レクション」と進むと、広島大学蔵の教科書コレクションにたどり着く。ここでは、「時期区分別」「学科（教
科）別」「学校制度別」「キーワード検索」「OPAC横断検索」により、検索ができる。
　「OPAC横断検索」では、左画面に一般図書の検索結果が、右画面に教科書コレクションの検索結果が現
れる。ここで、「三土」「三土*忠造」「中等國文典」「中等国文典」をキーワードにすると、左画面で別の著
作が、右画面で『再訂中等國文典』がヒットする。「三土_忠造」では、左画面で別の著作がヒットし、右画
面は何もヒットしない。教科書コレクションの「キーワード検索」は、and検索は半角「*」に指定されており、
一般図書用OPAC検索は、全角・半角のスペース・＊が併用できる。教科書コレクション用の検索システム
から一般図書用の検索システムには、キーワードが受け渡されるが、一般図書用検索システムから、教科書
コレクションの検索システムにはキーワードが受け渡されないのだろう。ただ、教科書コレクションの「キー
ワード検索」は、「三土」「三土忠造」「再訂」「中等」「国文典」「中等国文典」「再訂中等国文典」（旧漢字「國」
および仮名書きも可）等のキーワードや、「三土*国文典」「再訂*国文典」等のand検索でも『再訂中等國文
典』がヒットする。「訂中」「三土忠」ではヒットし、「忠造」「土忠」「つちちゅう」ではヒットしないので、
書名検索は部分一致、著者名検索は前方一致かと思ったが、「ちゅうぞう」ではヒットし、「ていちゅう」で
はヒットしなかった。不思議なシステムである。
　なお、「時期区分別」では、「学制実施以前（往来物等）～ 1871（明治４年）」「検定制度実施以前　1872（明
治５年）～ 1885（明治18年）」等の下位区分があり、その下では、書名を五十音順に並べる。「中等国文典」
は、初版M31に該当する「検定教科書期」ではなく、再訂版のM36年で3200件中のNO.881の位置（五十音順）。
同じく、「学校制度別」では「旧制中学校」1376件中のNO.355の位置（「時代区分別」と同じ配列）、「学科(教
科)別」では「語学　国文法」120件件中NO.25の位置に見られた。「学科（教科）別」以外は、階層が深くて
利用しにくい検索である。
4．おわりに
　現在のOPACは、所在確認だけでなく、その書誌情報を用いて、ざっと考察するくらいには使えそうだと
いう感触は得られた。ただ、このような横断的検索には、まだまだ使い勝手が良いとは言えない。また、書
誌情報も不統一であり、せめて、所蔵の本がどの版であり、それ自体がいつ刊行されたのかは、正確に記し
てあることを望みたい。
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注
1以下に述べる４種の文典をあわせて、『中等国文典』と呼んでおく。
2本論では、母語話者用の日本語文法書・文法教科書を「国文典」と呼ぶ。
3奥付を見る限り、同じ版では、上・中・下の巻による刊行日の異同は見あたらない。
4http://ss.cc.affrc.go.jp/ric/opac/opaclist.html
5http://www.jissen.ac.jp/library/frame/libcat.htm
6広島大学付属図書館の一般図書用OPACは全角・半角のスペース・＊ともに検索可能。
7秋田県立図書館のものは、刊行年から推定。
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